
【調
査
報
告
】

央
喰
町
八
阪
神
社
の
祇
国
祭

一　
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、

毎
年
七
月

一
六

。
一
七
日
に
徳
島
県
海
部
郡
宍
喰
町
の
人
阪
神
社
で
行

わ
れ
て
い
る

「紙
園
祭
」
の
概
要
を
報
告
ｆ
）

す
る
と
と
も
に
、

紙
園
祭
を
構
成
す
る
要

素

（行
事
）
の
相
互
連
関
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
中
か
ら
、

そ
の
構
造
上
の
特
質
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

一
一　
調
査
地
の
概
要

（
一
）
央
検
町
の
概
況

海
部
郡
宍
喰
町
は
徳
島
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、

東
は
太
平
洋
に
面
し
、

北
は
徳
島

県
海
部
郡
海
部
町

・
海
南
町
、

南
お
よ
び
西
は
高
知
県
安
芸
郡
東
洋
町

・
馬
路
村
　
北

川
村
と
境
を
接
し
て
い
る
。

人
阪
神
社
の
鎮
座
す
る
大
字
久
保
は
宍
喰
町
の
東
部
に
位
置
し
て
い
る
。

近
年
宅
地

菅間　
　
一冶中　
　
工日

化
が
進
ん
で
い
る
が
、

周
辺
部
で
は
キ
ュ
ウ
リ
や
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
が
行
わ
れ
て

い
る
。

久
保
に
隣
接
す
る
大
字
宍
喰
浦
は
町
の
中
心
部
で
、

農
協
、

銀
行
な
ど
町
の
主

た
る
施
設
が
集
中
す
る
。

宍
喰
川
河
日
の
宍
喰
漁
港
を
中
心
と
し
た
地
域
で
は
漁
業
が

営
ま
れ
て
い
る
。

宍
喰
浦
は
三
台
の
ダ
ン
ジ
ツ
　
一
台
の
関
船
を
有
し
、

祇
園
祭
で
は

重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

中
世
末
期
、

宍
喰
に
は
南
北
の
両
城
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
藤
原
姓
の
本
木
氏

（宍
喰

の
地
を
開
拓
し
た
鷲
住
王
の
子
孫
と
伝
え
る
）
が
城
主
で
あ
っ
た
。

宍
喰
南
城
は
愛
宕

山
上
に
あ
り
、

城
主
は
藤
原
朝
臣
本
木
孫
六
郎
で
あ
っ
た
。

宍
喰
北
城
は
祇
園
山
上
に

あ
り
、

城
主
藤
原
朝
巨
本
木
下
野
守
持
共
は
大
永
六
年

（
一
王
二
六
）、　
一
族
の
本
木
五

郎
左
衛
門
信
人
と
と
も
に
祇
園
社
を
造
営

（再
建
）
し
た
と
い
う

［宍
喰
町
教
育
委
員

△
メ
　
一
九
人
六

ａ
　
一
一
一九
］。

（
二
）
八
阪
神
社
に
つ
い
て

八
阪
神
社

（写
真
１
。

通
称

【祇
園
さ
ん
じ

は
、

宍
喰
町
の
東
部
、

海
部
郡
宍
喰
町

大
字
久
保
字
久
保
に
錬
座
す
る
。

祭
神
は
縫
遠
須
佐
之
男
命

，
稲
田
比
売
命

，
人
柱
御
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子
神
。

旧
社
格
は
郷
社
で
、

神
撰
構
鳥
料
供
進
社
。

氏
子
は
宍
喰
町
内
全
域
の
約
千
戸

で
あ
る
。

人
阪
神
社
は
、

京
都
の
人
坂
神

社

、
広
島

県
福

山
市

獅

町

の

沼
名
前
神
社
と
と
も
に

「
日
本
二

祇
園
」
の
一
つ
と
称
さ
れ
て
い
る

［宍
喰
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八

六
ｂ
　

一
七
四
三
］
。

創
建
年
代

は
明
ら
か
で
な
い
が
、

鎌
倉
時
代

初
期
の
建
永
元
年

（
一
二
〇
六
）

か
ら
建
暦
三
年

（
一
二

一
三
）
に

か
け
て
、

真
福
寺
の
僧
長
慶
に
よ

り
大
般
若
経
が
奉
納
さ
れ
て
い
る

［宍
喰
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八

六
ｂ
　
一
七
四
二
］
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
こ
の
時
代
に
祇
園
社

が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

榛
札
に
よ
れ
ば
、

大
永
六
年

（
一
五
二
六
）
に
藤
原
朝
Ｅ
本
木
下
野
守
持
共

（祇
園

城
主
）
が
本
木
五
郎
左
衛
門
信
久
と
と
も
に
社
殿
を
再
建
、
さ
ら
に
天
文

一
七
年

（
一

五
四
人
）
に
は
藤
原
係
六
郎
正
信

（愛
宕
城
主
）
が
社
殿
を
再
建
し
た
。

現
在
の
本
殿

は
宝
暦

一
〇
年

（
一
七
六
０
）
の
建
造
で
、

京
都
か
ら

一
流
の
名
匠
を
招
い
て
造
営
し

た
と
い
い
、

そ
の
彫
刻
は
精
巧
を
極
め
美
術
的
価
値
も
高
い
。

神
社
は
当
初
岡
の
山

（鈴
ヶ
峯
登
山
日
の
近
く
）
に
あ
っ
た
が
、

慶
長
元
年

（
一
五

九
六
）
に
現
在
の
社
地

（大
手
久
保
）
に
遷
座
し
た
。
当
時
の
別
当
は
真
福
寺
で
あ
つ

た
。

享
保
二
年

（
一
七

一
人
）
宗
源
宣
旨
を
も
っ
て
最
高
の
神
位
で
あ
る
正

一
位
を
授

け
ら
れ
、

正

一
位
紙
園
牛
頭
天
皇
と
称
し
た
。

明
治
三
年
八
阪
神
社
と
改
称
、

同
四
年

郷
社
と
な
り
同
四
〇
年
神
撰
幣
鳥
料
供
進
社
に
指
定
さ
れ
、

戦
後
ま
も
な
く
宗
教
法
人

と
な
っ
た
。

「祇
園
祭
」
と
呼
ば
れ
る
人
阪
神
社
の
例
祭
は
現
在
七
月

一
六
　
一
七
日
に
行
わ
れ

て
い
る
が
、

古
く
は
旧
磨
六
月
七
日
か
ら

一
四
日
ま
で
の
八
日
間
行
わ
れ
て
い
た
と
い

う

［宍
喰
町
教
育
委
員
会
　
一
九
人
六
ｂ
　
一
七
四
四
］。

祭
り
に
は
山
鉾

（大
山

・
小
出
の
二
台
）、
ダ
ン
ジ
リ
三
台
、

関
船

一
台
が
引
き
出
さ

れ
る
。

特
に
出
鉾
は
徳
島
県
内
で
唯

一
、

当
社
に
の
み
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。

人
阪
神

社
は
古
く
か
ら
京
都
と
の
関
わ
り
が
深
か
つ
た
。

宝
暦

一
〇
年

（
一
七
六
〇
）
の
社
殿

改
築
時
に
は
京
都
か
ら

一
流
の
名
匠
を
招
い
た
と
い
い
、

社
宝
の
能
面
は
春
日
登
利
の

作
と
伝
え
、

境
内
の
狛
犬
は
京
都
の
法
橋
浄
面
の
作
と
さ
れ
る
。

山
鉾
も
こ
う
し
た
京

都
と
の
文
化
交
流
の
中
で
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〓
一　
祭
祀
組
織

八
阪
神
社
は
宍
喰
町
全
域
の
氏
神

（郷
社
）
で
あ
り
、

そ
の
例
祭
で
あ
る
祇
園
祭
も

規
模
が
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
運
営
に
あ
た
つ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織

が
役
割
を
分
担
し
あ
い
、　

一
つ
の
祭
り
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
祇
園
祭
を
支
え
る
主
な
組
織
と
し
て
、

宍
喰
町
祇
園
ま
つ
り
振
興
会
、

氏

子
総
代
会
、

山
鉾
　
ダ
ン
ジ
ツ
・
関
船
巡
行
に
関
わ
る
組
織
、

神
輿
巡
幸
に
関
わ
る
組

織
、

奉
納
舞

（能
舞
）
に
関
わ
る
組
織
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
一
）
宍
喰
町
祇
園
ま
つ
り
振
興
会

写真 1 八阪神社
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前
身
は

「宍
喰
町
祇
園
ま
つ
り
碁
費
会
」。
宍
喰
町
商
工
会

，
宍
喰
町
観
光
協
会

，
神

社
総
代
会

（以
上
三
団
体
が
役
員
）
の
ほ
か
、

山
鉾

。
ダ
ン
ジ
リ

・
関
船
の
世
話
人
、

子
供
会
の
世
話
人
、

水
産
協
会
な
ど
、

町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
団
体
の
代
表
で
構
成
さ
れ

る
。

振
興
会
は
、

祇
園
祭
の
日
程
や
内
容
を
検
討
す
る
ほ
か
、

宵
宮
の
夜
の
奉
納
花
火

大
会
を
主
催
し
た
り
、

能
舞
組
の
衣
装
や
大
鼓
の
補
修
費
を
出
す
な
ど
、

祇
園
祭
の
維

持

，
発
展
を
支
え
る
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
氏
手
総
代
会

八
阪
神
社
の
氏
子
総
代
会
は
、

現
在

一
九
名
の
氏
子
総
代
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

今
ク

ち
総
代
長

一
名
）。
氏
子
総
代
は
原
則
と
し
て
宍
喰
町
内
の
各
大
手
よ
り

一
名
ず
っ
選
出

さ
れ
る
が
、
山
鉢

・
ダ
ン
ジ
フ

・
関
船
な
ど
を
有
し
、

祭
り
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

地
区
は
選
出
人
数
が
多
く
な
つ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、

大
字
入
尾
　
大
字
船
津

。
大

手
小
谷
　
大
字
塩
深
　
大
字
広
岡

。
大
手
芥
附

・
大
字
尾
崎

・
大
字
日
比
原
　
大
字
宍

喰
浦
字
正
梶
　
大
学
宍
喰
浦
字
那
佐

・
大
字
宍
喰
浦
字
竹
ヶ
島
よ
り
各

一
名
、

大
字
宍

喰
浦
字
久
保

（人
阪
神
社
の
地
元
。
山
鉾
を
有
す
る
）
よ
り
二
名
、

大
学
宍
喰
浦
宰
西

町

（ダ
ン
ジ
リ
を
有
す
る
。

能
舞
を
奉
納
す
る
）
・
大
字
宍
喰
浦
字
浜
崎

（関
船
を
有
す

る
。

ま
た
神
輿
か
き
を
担
当
す
る
）
よ
り
各
三
る
が
選
出
さ
れ
る
。

任
期
は
二
～
三
年

（地
区
ご
と
に
異
な
る
）
で
あ
る
が
、

再
選
を
妨
げ
な
い
た
め
、

実
際
に
は
同
じ
人
が

長
期
に
わ
た
り
氏
子
総
代
を
務
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

氏
子
総
代
会
は
、

神
社
お
よ
び
祭
り
の
維
持
運
営
に
関
わ
る
全
体
的
な
問
題
を
合
議

し
、

ま
た
実
施
す
る
組
織
で
あ
る
。

氏
子
終
代
は
、

祭
り
当
日
は
例
大
祭
の
神
事

へ
の

参
加
、

神
輿
渡
御

へ
の
参
加

（金
幣
を
奉
じ
て
神
輿
に
付
き
徒
う
）
な
ど
の
仕
事
が
あ

」る
。

（三
）
山
鉾

（大
山

・
小
山
）
巡
行
に
関
わ
る
組
織

山
鉾

（写
真
２
）
に
は
大
山

・

小
山
の
二
台
が
あ
る
。

大
山

・
小

山
と
も
に
高
さ
約
四

ｍ
、

幅
約
二

ｍ
の
箱
形
の
形
状
を
な
し

（材
質

は
ヒ
ノ
キ
）
、

下
部
に
は
直
径
約

七
〇

伽
、

厚
さ
約
二
〇

価
の
鉄
製

の
ゴ

マ
と
呼
ば
れ
る
草
輪
四
個
が

付
い
て
い
る
。

山
鉾
は
二
階
建
て

の
構
造
と
な
っ
て
お
り
、

上

（二

階
部
分
）
に
人
が
乗
る
こ
と
が
で

き
る
。

大
山
の
本
社
は
屋
根
の
中
央
か

ら
突
き
出
て
お
り
、

そ
の
上
に

「御

台
」
が
取
り
付
け
ら
れ
る
。

御
台
の
四
隠
に
は
榊
が
結
び
つ
け
ら
れ
、

そ
こ
か
ら
屋
根

の
四
隅
ま
で
紙
垂
の
付
い
た
注
遠
縄
が
張
ら
れ
る
Ｅ
と
御
台
の
上
に
は
、
口
ひ
げ
を
生

や
し
、

紅
補
の
一
つ
身
の
袷
に
青
い
袴
を
付
け
、

右
肩
に
天
秤
棒
で
水
桶
を
担
い
だ

桂

ぉ
巽
と
呼
ば
れ
る
木
製
の
人
形

（写
真
３
）
が
立
て
ら
れ
る
。

御
台
に
は
さ
ら
に
長

さ
約
二
ｍ
の
笹
竹
と
紙
製
の
御
幣
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

ま
た
、

御
台
の
下
に
は
、

正

面
に
人
阪
神
社
の
神
紋
が
入
っ
た
椴
子
の
幕
が
四
方
に
張
ら
れ
る
。

桂
男
の
衣
装
は
古
く
な
る
た
び
に
海
部
町
の
川
西
地
区
か
ら
献
上
す
る
習
わ
し
で
あ

る

「佐
藤
丈
哉
　
一
九
人
二
　
一
六
人
］。
音
、

加
西
地
区
に
疫
病
が
流
行
し
た
際
に
権

男
の
装
束
を
奉
約
し
た
と
こ
ろ
疫
病
が
収
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
習
慣
が
始
ま
っ
た

と
い
う

［佐
藤
幸
雄
　
一
九
二
九
　
一金
二
。
こ
れ
は

「災
厄
　
疫
病
を
除
く
」
と
い
う

写真2  山鎌 (大山 小山)
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祇

園

信

抑

（祇
園
第
）

の
本
質
に
関

わ

っ
て
成
立

し
た
習
俗
と

考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

桂
男
は
現
在

は
固
定
さ
れ

て
い
る
が
、

以
前
は
ぐ
る
ぐ
る
回
り
、

海
の
方
角
＝
東
に
向
け
ば
そ
の
年
は
大
漁
で
あ
り
、

陸
の
方

角
――
西
を
向
け
ば
郷
は
豊
作
で
あ
る
と
言
い
伝
え
て
い
た

［佐
藤
文
哉
　
一
九
人
二

一　一ハ
Ａ（
］。

小
山
の
本
柱
も
大
山
と
同
様
、

屋
根
の
中
央
か
ら
少
し
突
き
出
て
お
り
、

そ
の
上
部

に
金
欄
の
布
に
包
ま
れ
た
長
さ
二

ｍ
ほ
ど
の
木
造
の
長
刀
を
飾
る
。

大
山
　
小
山
と
も
に
神
社
の
裏
山
か
ら
取
っ
て
き
た
青
柴

（稚
や
相
な
ど
）
で
屋
根

を
章
く
。

二
階
部
分
に
は
赤

（大
山
）、
探

（小
出
）
の
幕
、　

一
階
部
分

（座
よ
り
下
の

部
分
）
に
は
紺
地
に
白
で
波
や
魚
の
模
様
を
あ
し
ら
つ
た
幕

（大
山

・
小
出
と
も
）
を

張
る
。

二
階
部
分
の
軒
下
に
は
、
「船
津
中
」
「小
谷
中
」
な
ど
と
書
か
れ
た
各
地
区
か

ら
奉
納
さ
れ
た
提
灯
が
吊
さ
れ
る
。

金
具
で
大
山
と
小
出
を
前
後
に
連
結
し
て
引
き
出

す
。山

鉾
の
引
き
綱

（大
綱
）
は
直
径
約
二
〇

例
、

長
さ
約
二
〇

ｎ

（以
前
は
約
五
〇

ｎ

あ
っ
た
）
の
荒
縄

（藁
細
）
で
、

大
山
の
前
に
取
り
付
け
る
。

大
綱
は
毎
年
、

宍
喰
町

の
日
比
原
地
区
か
ら
奉
納
さ
れ
る
。

綱
を
作
る
際
に
掛
け
て
お
く
の
に
ち
よ
う
ど
よ
い

大
き
さ
の
松
が
あ
っ
た
た
め
、
日
比
原
地
区
か
ら
奉
紬
さ
れ
る
習
わ
し
と
な
つ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
松
は
数
年
前
に
枯
死
し
て
し
ま
っ
た
。
日
比
原
地
区
で
は
、

氏

神
で
あ
る
井
上
神
社
の
祭
り
の
前
日

（七
月
二
日
）
に
氏
ヤ
が
集
ま
り
、

神
社
の
掃
除

と
と
も
に
綱
を
打
っ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
、　

コ
ン
バ
イ
ン
の
普
及
に
と
も
な
い
藁
が

あ
ま
り
取
れ
な
く
な
り
、

現
在
の
細
の
長
さ
は
以
前
の
半
分
程
度

（約
二
〇

ｍ
）
に
な

り
、

半
ば
形
式
的
な
も
の
に
な
つ
て
い
る
。

現
在
は
大
綱
だ
け
で
は
足
り
ず
、

長
さ
ニ

Ｏ

ｍ
あ
ま
り
の
ロ
ー
プ
を
二
本
加
え
て
山
鉢
を
引
い
て
い
る
。

出
鉾
は
正
日
の
み
引
き
出
さ
れ
、

久
保
四
つ
辻

（宍
喰
町
役
場
前
の
交
差
点
）
か
ら

本
社
ま
で
、

人
阪
神
社
の
地
元
で
あ
る
久
保
地
区
の
青
年
が
引
く
。

（四
）
ダ
ン
ジ
リ
　
閥
船
巡
行
に
関
わ
る
組
織

現
在
、

祇
園
祭
に
は
、

金
幣
仲
、

商
人
仲
、

鷲
住
仲
の
三
台
の
ダ
ン

ジ
，
が
引
き
出
さ
れ
て
い
る

（写

真
４
）
。

以
前
は
金
幣
仲
、

商
人
仲
、

山
仲
、

鍛
冶
仲
の
四
台
の
ダ
ン
ジ

ツ
が
あ
っ
た
が
、

山
仲
、

鍛
冶
伸

の
ダ
ン
ジ
リ
は
昭
和
四
〇
年
頃
に

壊
れ
て
消
滅
し
た
倉
】

八
阪
神
社
の
ダ
ン
ジ
リ
は
、

県

内
の
ほ
と
ん
ど
の
祭
礼
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
地
域
集
団
で
は
な
く
、

職
業
集
団
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
る
の
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

写真 3  桂 男

そ
の
た
め
隣
家
同
士
で
も
所
属
す
る
組
仲
間
は
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、

町
内
に
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お
け
る
組
仲
間
の
分
布
は
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
。

企
幣
仲
の
ダ
ン
ジ
ツ
は
左
官
や
大
工
を
し
て
い
た
家
が
中
心
で
、

大
字
宍
喰
浦
西
町

の
約
二
〇
声
が
所
属
し
て
い
る
。

金
幣
仲
は
以
前
は
四
三
戸
あ
っ
た
と
い
う

「井
ノ
ロ

一
九
七
九
　
九
七
］。
当
屋
は
金
幣
仲
の
名
簿
に
し
た
が

つ
て

（名
簿
の
最
初
か
ら
）

七
軒
ず
つ
、　

一
年
交
代
で
奉
仕
し
て
い
る
。

以
前
は
年
二
軒
の
当
屋
を
決
め
、
ど
ち
ら

が
紙
園
の
当
屋
か
、

八
幡
の
当
屋
か
を
話
し
合

っ
て
決
め
て
い
た

（人
阪
神
社
と
八
幡

神
社
は
い
ず
れ
も
宍
喰
町
全
戸
が
氏
子
と
な
っ
て
お
り
、

二
つ
の
祭
り
に
奉
仕
す
る
必

要
が
あ
る
）。
当
屋
は
吉
は
強
制
的
に
順
番
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
、

家
が
大
き

く
て
で
き
る
家
が
す
る

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
七
］
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
現
在

の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
。

商
人
仲
の
ダ
ン
ジ
フ
は
商
人
が
中
心
で
、

西
町
を
中
心
と
し
た
約
二
〇
戸
が
所
属
じ

て
い
る
。

以
前
は
四
〇
戸
ほ
ど
が
所
属
し
て
い
た

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
七
］。
現

在
当
屋
は
な
く
、

ダ
ン
ジ
リ
責
任
者

一
る
が
毎
年
お
世
話
を
し
て
い
る
が
、

以
前
は
二
、

三
軒
が
当
屋
と
な
り
、

祭
り
の
世
話
を
し
て
い
た
。

当
屋
の
回
る
順
番
は
だ
い
た
い
決

ま
っ
て
い
た

市井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
六
］。

鷲
住
仲
の
ダ
ン
ジ
リ
は
昭
和
六
二
年
に

「ふ
る
さ
と
創
生
資
金
」
に
よ
っ
て
新
た
に

作
ら
れ
た
。

か
つ
て
ダ
ン
ジ
リ
を
有
し
て
い
た
山
仲

（農
業
従
事
者
の
仲
間
）
と
鍛
治

仲

（鍛
治
屋
の
仲
間
）
が
運
営
し
て
い
る
。

鷲
住
仲
の
名
称
は
、

宍
喰
の
開
祖
と
さ
れ

る
鷲
住
王
の
名
を
取
っ
て
宍
喰
町
祇
園
ま
つ
り
奉
費
会
で
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

鷲

住
仲
に
は
現
在
四
人
戸
が
所
属
し
て
い
る
が
、

居
住
地
は
主
に
西
町
に
集
中
し
て
い
る
。

当
屋
は
鷲
住
仲
を
四
つ
の
組
に
分
け

一
年
交
代
で
口
し
て
お
り
、

当
屋
に
当
た
っ
た
家

は

一
年
間
人
阪
紳
社
と
八
幡
神
社
の
祭
り
の
お
世
話
を
す
る
。

関
船

（写
真
５
）
は
宍
喰
浦
浜
地
区

（字
浜
崎
の
約
二
〇
〇
戸
、

い
ず
れ
も
漁
師
）

の
担
当
で
、

漁
協
青
年
部
が
達
営
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、

関
船
の
当
屋
は
な

い
が
、

戦
前
に
は

「関
船
当
屋
」
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

［佐
藤
幸
雄
　
一
九
二
九

六
四
］。
現
在
の
関
船
は
昭
和
三
〇
年
頃
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

［井
ノ
ロ

一
九
七
九
　
九
七
〕。

山
仲

（山
仲
間
）
は
多
い
と
き
に

は
六
〇
戸
、

少
な
い
と
き
で
四
〇
戸

く
ら
い
あ
つ
た

［井
ノ
ロ
　
一
九
七

九
　
九
四
］
。

山
仲
に
入
っ
て
い
る

人
の
帳
面
が
あ
っ
て
、

近
い
と
こ
ろ

か
ら
順
番
に
祇
園
　
人
幡
の
そ
れ
ぞ

れ
の
祭
り
に
二
軒
ず
つ

（戦
前
は
一

軒
ず

つ
）
当
屋
を
出
し
た

［非
ノ
日

一
九
七
九
　
九
四
～
九
六
］。

鍛
治
仲
は
最
盛
期
は
四
〇
戸
を
超

え
て
い
た
が
、

昭
和
四
〇
年
頃
ダ
ン

ジ
フ
が
壊
れ
て
引
き
出
せ
な
く
な
っ

た
こ
と
を
機
に
組
も
な
く
な

っ
た

［井
ノ
ロ
　

一
九
七
九
　
九
六
］
。

当
屋
は
交
代
制
で
、

隣
り
合
っ
た
二
軒
が
抽
選
で
選
ば
れ
た
。

人
幡
祭
り

（大
学
久
保

の
人
幡
神
社
例
祭
）
が
終
わ
っ
た
次
の
日
に
打
ち
上
げ
を
し
、

次
年
度
の
祇
園
と
人
幡

の
当
屋
を
決
め
た
。

か
つ
て
は
各
組
仲
間
の
中
で
、

若
い
衆
―
若
者
頭
―
宿
老
―
長
老
と
い
っ
た
年
齢
階

梯
的
な
運
営
組
織
が
あ
り
、

年
長
者
が
年
少
者
を
監
督
す
る
体
制
が
で
き
て
い
た
。

現

在
で
も
、

若
い
衆
の
ま
と
め
役
と
し
て
若
者
頭
を
置
い
て
い
る
組
仲
間
は
少
な
く
な
い
。

出
仲
で
は
二
六
、

七
歳
で
若
い
衆
を
率
い
る
若
者
頭
に
な
っ
た
。

結
婚
し
た
ら
や
め
た

り
宿
老
と
な
り
、

六
〇
歳
前
後
で
長
老
に
な
っ
た

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
六
］。
鍛

治
仲
で
は
年
齢
が
二
四
、

五
歳
以
上
の
人
で
所
帯
持
ら
を
若
者
頭
に
選
ん
で
い
た
。

若
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者
頭
の
上
が
宿
老

（二
人
）
で
、

若
い
衆
の
監
督
を
し
た

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九

一盆
。

商
人
仲
で
は
、

若
い
者
頭
は
組
内
で
年
の
順
送
り
に
な
っ
て
い
て
、

任
期
は
決
ま

つ
て
い
な
い

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
七
】

（五
）
神
輿
巡
行
に
関
わ
る
組
織

神
輿
は
浜
地
区

（漁
協
青
年
部
）
の
男
性

一
四
名
で
か
く
。

選
出
方
法
は
特
に
決
ま

つ
て
お
ら
ず
、

適
当
な
人
に
神
社
総
代
が
頼
み
に
行
く
。

以
前
は
浜
地
区

（漁
協
）
の

未
婚
青
年
八
名
で
か
い
て
い
た
。

か
つ
て
か
き
手
は
七
日
間
海
に
入
り
斎
戒
沐
溶
し
た

と
い
う

［徳
島
県
教
育
委
員
会
　
一
九
七
九
　
一二
人
】

神
輿
の
御
旅
所
渡
御
は
、

以
前
は
宵
宮
の
二
二
時
頃
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在

は
本
祭
の
日
の
一
三
時
二
〇
分
頃
よ
り
行
わ
れ
る
。

渡
御
の
行
列
に
は
、

先
槍

（後
述

す
る
能
舞
組
に
属
す
る
子
供
二
名
）、
唐
橿

（鏡
餅
を
納
め
る
。

久
保
地
区
の
神
社
付
近

の
農
家
五
、

六
軒
の
中
か
ら
二
名
が
選
ば
れ
る
）、
矛

（二
名
。

氏
子
の
中
か
ら
選
ば
れ

る
）
、

天
狗

（漁
協
青
年
部
の
一
番
背
の
高
い
青
年

一
名
）、
神
輿
、

神
職
、

八
つ
橋

（能

舞
組
に
属
す
る
子
供

一
名
）
、

獅
子
舞

（能
舞
組
に
属
す
る
子
供

一
名
）
、

囃
子
方

（能

舞
組
に
属
す
る
子
供
五
名
）、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

（
一
名
。

能
舞
組
の
囃
子
の
テ
ー
プ
を

流
す
）、
金
幣

（氏
子
総
代
十
数
名
）
が
付
き
従
う
。

（六
）
奉
納
舞

（能
顔
）
に
関
わ
る
組
織

能
舞
組

（現
在
は

「お
能
保
存
会
」
と
呼
ば
れ
る
保
存
会
組
織
に
な

っ
て
い
る
）
は

神
輿
の
御
旅
所
渡
御
の
前
、

お
よ
び
山
鉾
が
神
社
に
戻
っ
た
時
に
、

神
社
拝
殿
前
の
舞

台
で
能
舞
を
奉
納
す
る
。

能
舞
組
は
神
輿
の
巡
幸
に
も
付
き
徒
い
、

楽
を
奏
す
る
。

能
舞
組
は
、

宍
喰
浦
西
町
の
子
供

（男
子
小
学
生
）
九
名
で
構
成
さ
れ
る
。

奉
納
舞

の
担
当
者
四
名

（先
槍
二
名
、

人
つ
橋

一
名
、

獅
子
舞

一
名
）
と
、

囃
子
方
王
名

（太

鼓
二
名
、

大
鼓

一
名
、

鼓
二
名
）
か
ら
な
る
。

本
来
は
囃
子
方
と
し
て
さ
ら
に
横
笛
二

名
、

語
人
二
名

（
い
ず
れ
も
大
人
の
男
性
）
が
加
わ
る
が
、

横
笛
と
謡
人
は
近
年
担
当

す
る
者
が
い
な
い
た
め
、

録
音
テ
ー
プ
で
代
用
し
て
い
る
。

能
舞
組
の
指
導
は
、

現
在
西
町
の
大
人

（主
と
し
て
建
築
士

（大
工
仲
間
）
の
代
表

五
名
）
が
指
導
に
当
た
っ
て
い
る

［徳
島
県
教
育
委
員
会
　
一
九
九
八
　
七

一
］。
練
習

は
祭
り
の
二
週
問
ほ
ど
前
か
ら
地
区
の
公
民
館
で
行
わ
れ
る
。　

一
年
目
の
子
供
は
六
月

か
ら
練
習
を
始
め
る
。

能
舞
組
の
子
供
は
、

三
年
続
け
て
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る

［中
島
　
一
九
六
九
　
一全
盆
。

奉
納
舞
は
先
捻
の
舞
、

人
つ
橋
の
舞
、

獅
子
舞
の
三
つ
の
舞
か
ら
な
る
。

①
先
槍
の
舞

（露
払
い
）
（写

真
６
）
　

折
鳥
帽
子
を
か
ぶ
り
、

打
裂
羽
織

・
足
袋
を
つ
け
た
子
供

二
人
が
紅
自
の
短
冊
を
付
け
た
笹

竹
を
振
り
な
が
ら
囃
子
に
合
わ
せ

て
舞
う
。

そ
の
間
、

次
の
よ
う
な

講

（歌
詞
）
が
三
回
歌
わ
れ
る
。

「老
い
せ
ぬ
や
、

老
い
せ
ぬ
や
、

薬
の
名
を
も
菊
の
水
、

盃
も
浮
か

み
出
で
て
、

友
に
逢
う
ぞ
嬉
し
き
、

こ
の
友
に
逢
う
で
嬉
し
き
」。

こ
れ
は
謡
曲

「狸
々
」
の
中
の

文
句
で
あ
る
。

不
老
長
寿
の
案
で

あ
る
菊
の
水

（酒
）
を
月
夜
に
友

と
逢

つ
て
交
わ
す
の
は
嬉
し
い
と

写真 6  先精の第
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の
意
味
で
、

神

前
に
集

い
、

酒

を
酌
み
交
わ
し

て
行
に
行
く
様

を
表
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う

［宍
喰
町
教
育

委
員
会

　
一
九

八
六
ｂ
　
一
人

二
七
］
。

か
け

声
と
し
て

「ヤ
ー
ア
イ
、
ヨ
ー
イ
、

イ
ー
ャ
ー
、

ォ
ー
ハ
ー
」
の
句
で
結
ん
で
い
る
。

囃
子
方
が
奏
す
る
囃
子
の
こ
と
を

「紙
固
囃
子
」
と
呼
ん
で
い
る
。

囃
子
方
は
い
ず

れ
も
編
み
笠
を
か
ぶ
り
、

杵

・
打
裂
羽
織

・
袴
　
足
袋
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

横
笛
と

謡
人
は
杵

・
羽
織

・
袴

・
足
袋
と
い
う
い
で
た
ち
で
あ
る
。

②
人
つ
橋
の
舞

（写
真
７
）
　

烏
帽
子

・
狩
衣
　
紫
の
袴

・
足
袋
を
身
に
つ
け
、

小

さ
な
太
鼓
と
バ
チ
を
持
っ
た
子
供

一
人
が
嘩
子
に
合
わ
せ
て
舞
う
。

猟
師
が
神
前
で
通

を
酌
み
交
わ
し
た
後
、

狩
に
出
か
け
る
様
子
を
演
じ
て
い
る
と
い
い
、

そ
の
問
、

先
の

議

（歌
詞
）
が
五
口
歌
わ
れ
る
。

③
獅
子
舞

〈写
真
３
）
　

獅
子
頭

（普
通
の
獅
子
頭
と
異
な
り
、
当
地
で
射
殺
し
た
と

伝
え
る
赤
み
の
毛
で
作
り
、
日
は
開
い
た
末
広
二
本
を
用
い
、
自
な
ど
も
な
く
、

粗
造

の
も
の
で
あ
る
）
を
か
ぶ
り
、

青
い
着
物

・
牡
丹
の
模
様
の
つ
い
た
振
袖
　
赤
い
袴

・

足
袋
を
身
に
つ
け
た
子
供

一
人
が
囃
子
に
合
わ
せ
て
舞
う
。

獅
子
が
林
の
中
で
暴
れ
る

姿
、

猟
師
に
撃
た
れ
て
狂
い
死
ぬ
様
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
間
、

先
の
話

（歌
詞
）

が
七
回
歌
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

現
在
演
じ
ら
れ
て
い
る
能
舞
は
、

先
槍

（露
払
い
）
を
連
れ
た
八
つ

橋
な
る
猟
師
が
獅
子
を
饗
ち
に
行
く
物
語
を
能
舞
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
舞

の
背
景
に
は
、

宍
喰
町
大
字
小
谷
の

「赤
み
が
谷
」
を
舞
台
と
す
る
怪
獣
赤
み
の
伝
説

が
あ
る
。

そ
の
あ
ら
す
じ

は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

苦
、

小
谷
の
赤
み
が
谷

に

「赤
み
」
と
呼
ば
れ
る

怪
獣

（猿
の

一
種
と
も
言

う
）
が
住
ん
で
い
た
。

里

へ
出
て
は
田
畑
を
荒
ら
し
、

赤
ん
坊
を
さ
ら

つ
て
い
く

の
で
、

里
人
は
大
変
困

っ

て
い
た
。

髭
の
仁
作
と
い

う
猟
師

（
小
谷
の
森
清
次

の
祖
先
で
あ
る
と
い
う

［佐

藤
幸
雄

　
一
九
二
九
　
六

五
〕

は
、

赤
み
を
撃
ち
取

る
機
会
を
ね
ら
つ
て
い
た
。
あ
る
日
猟
大
を
連
れ
て
猟
に
出
た
と
こ
ろ
、

出
中
に
赤
み

の
足
跡
を
発
見
し
た
。

猟
犬
が
吠
え
る
先
を
見
る
と
、

赤
い
毛
が
全
身
に
生
え
た
人
間

の
体
ほ
ど
の
怪
物

・
赤
み
を
見
つ
け
た
。

鉄
砲
を
撃
つ
と
赤
み
は
驚
い
て
逃
げ
出
し
た

の
で
、

仁
作
は
猟
犬
と
と
も
に
赤
み
の
後
を
追
っ
た
。
日
比
宇
川
ま
で
追
い
つ
め
る
と

赤
み
は
川
に
飛
び
込
ん
だ
。

赤
み
が
川
の
中
の
岩
に
這
い
上
が
る
と
大
も
続
い
て
飛
び

乗
り
格
闘
に
な
っ
た
。

仁
作
は
川
に
飛
び
込
む
と
鉄
砲
で
撃
っ
て
赤
み
を
殺
し
た
。

今

も
そ
の
岩
の
上
に
そ
の
と
き
の
大
の
足
跡
が
残
っ
て
い
る
と
い
う

［中
島
　
一
九
六
九

六
五
～
一全
全
。

写真7  八つ橋の第

写真 8  獅子舞
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赤
み
の
毛
は
ふ
さ
ふ
さ
と
し
て
見
事
な
も
の
で
、

そ
の
毛
で
獅
子
頭
ぞ
）
を
作
り
人
阪

神
社
に
奉
納
し
た
と
い
う
。

神
社
で
は
仁
作
の
勇
気
を
た
た
え
て
能
舞
に
仕
組
み
、

神

歌
の
千
歳
に
狸
々
の
狂
言
を
加
え
て
現
在
の
能
舞
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
中
島
源

は
推
測
し
て
い
る

［中
島
　
一
九
六
九
　
一全
全
。

本
社
に
は
翁

，
千
歳
　
二
番
望
の
二
面
が
社
宝
と
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、

能
薬
の
源

流
で
あ
る
翁
猿
楽
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

［中
島
　
一
九
六
九
　
六

四
］。
翁
猿
薬
は
平
安
時
代
に
始
ま
り
、

鎌
倉
時
代
に
現
在
の
形
式
が
定
め
ら
れ
、

室
町

時
代
に
神
道
と
結
び
つ
い
て
神
欧
と
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ

［中
島
　
一

九
六
九
　
一ハ
四
］、
露
払

（後
に
千
歳
と
呼
ん
だ
）
・
翁

。
三
春
申
楽
の
三
つ
の
舞
で
構

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、

社
室
の
二
面
は
碁
日
の
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。

能
面
作
者
の
春
日
登
利
の
作

と
す
る
と
室
町
以
前
の
も
の
で
、

相
当
古
く
か
ら
能
舞
が
舞
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る

「中
島
　
一
九
六
九
　
一ハ
三
］。

四
　
祭
り
の
過
程

（
一
）
準
備

例
年
、

祭
り
の
約

一
カ
月
前

（六
月
中
旬
）
に
大
字
久
保
字
松
本
の
観
光
物
産
セ
ン

タ
ー

（宍
喰
町
商
二
会
本
部
）
で
宍
喰
町
紙
園
ま
つ
り
振
興
会
の
会
合
が
開
か
れ
、

そ

の
年
の
祭
り
の
日
程
や
予
算
案

（宵
宮
の
夜
に
行
わ
れ
る
奉
納
花
火
大
会
の
費
用
を
含

む
）
が
検
討
さ
れ
る
。

山
鉾

・
ダ
ン
ジ
リ

・
関
船
を
有
す
る
地
区
や
組
仲
間
で
は
、

必
要
に
応
じ
て
祭
り
の

実
際
の
運
営

（巡
行
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
や
、

山
鉾

・
ダ
ン
ジ
ツ

・
関
船
巡
行

の
際
の
人
員
配
置
な
ど
）
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
持
た
れ
る
。
山
鉾
を
出
す
久
保
地

区
で
は
、

祭
り
の
一
週
間
前
に
祭
り
に
参
加
す
る
ほ
と
ん
ど
の
人
が
集
ま
り
、　

ハ
ナ
デ

ツ
ヨ
ウ

（テ
ヨ
で
山
鉾
の
方
向
転
換
を
す
る
役
）
□
名
、

テ
ッ
ョ
ゥ
カ
シ
ラ

一
名
、

練

頭

一
名
が
決
め
ら
れ
る
。

山
鉢

（大
山
　
小
山
）
の
組
み
立
て
は
、

七
月

一
四
日
の
朝
人
時
か
ら
人
阪
神
社
の

境
内
で
行
わ
れ
る
。

作
業
は
久
保
以
西

（郷
分
）
の
各
大
字
の
当
屋
各
二
名

（大
字
内

で
の
輪
番
）
が
参
集
し
て
当
た
る
。

境
内
東
側
の
倉
庫
か
ら
山
鉢
の
部
品
を
取
り
出
し
、

久
保
地
区
の
組
み
立
て
責
任
者

を
中
心
に
、

約
二
時
間
半
か
け
て
組
み
立
て
る
。

作
業
は
柱
立
て
、

ア
バ
ラ
組
み
、

舞

台
敷
き
、

屋
根
組
み
、

屋
根
葺
き
と
い
っ
た
行
程
か
ら
な
る
。

最
後
に
大
山
と
小
出
を

金
属
製
の
部
品
で
結
合
さ
せ
れ
ば
完
成
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、

久
保
　
日
比
原

・
馳
馬
　
八
山
の
人
が
人
阪
神
社
の
境
内
で
大
山
を
組

み
立
て
る
、
中
谷
が
綱
を
作
り
、

入
尾
が
テ
ヨ
を
二
本
ず
つ
作
る
、

船
津

・
小
谷
　
塩

深

・
角
坂
の
人
が
大
山
の
屋
根
を
神
社
の
裏
の
森
か
ら
取
っ
て
き
た
柴
で
葺
く
と
い
っ

た
、

地
区
ご
と
の
役
割
分
担
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

「井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
七
～

九
八
］。

組
み
上
が
っ
た
山
鉢
は
、

翌

一
五
日
に
車
で
久
保
四
つ
辻

（宍
喰
町
役
場
前
の
交
差

点
）
ま
で
引
い
て
行
き
、

飾
り
付
け
を
行
う
。

大
山
の
上
に
桂
男
、

小
山
の
上
に
矛
を

載
せ
、

大
山

・
小
山
の
そ
れ
ぞ
れ
の
周
囲
に
提
灯
　
幕
を
節
り
、

祭
り
当
日
ま
で
そ
の

場
に
据
え
置
く
。

青
は
旧
暦
六
月

一
日
に
宍
喰
城
正
円
の
土
居
の
円
前
に
据
え
て
い
た

と
い
う

［宍
喰
町
教
育
委
員
会
　
一
九
人
六
ｂ
　
一
七
四
四
］。
佐
藤
幸
雄
に
よ
れ
ば
、

山
鉾
は

「十
五
日
夜
、

大
学
宍
喰
浦
愛
宕
山
下
上
居
の
問
ま
で
曳
き
廻
は
」
［佐
藤
幸
雄

一
九
二
九
　
一全
邑

し
て
い
た
と
言
い
、

少
な
く
と
も
戦
前
ま
で
山
鉾
は
愛
宕
山
下

を
出
発
点
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

金
幣
仲
の
ダ
ン
ジ
リ
は
、　

一
五
日
に

（大
山

・
小
山
が
移
動
し
た
後
）
五
、

六
人
で
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人
阪
神
社
境
内
に
あ
る
倉
庫
か
ら
引
き
出
し
、

飾
り
付
け
を
す
る
。

提
灯

・
幕

，
笹
竹

を
飾
り
付
け
た
後
、

久
保
四
つ
と
の
南
三
〇

ｍ
ほ
ど
の
地
点
ま
で
引
い
て
い
き
、

据
え

置
く
。

以
前
は
宵
官
の
日
の
朝
に
当
屋
の
家

（で
き
な
い
と
き
は
役
員
の
家
）
の
前
で

組
み
立
て
、　

一
五
時
頃
に
八
阪
神
社
に
持
っ
て
い
き
、

境
内
の
適
当
な
と
こ
ろ
に
据
え

置
い
て
い
た

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
七
】

鷲
住
仲
の
ダ
ン
ジ
リ
は

一
五
日
に
人
幡
神
社
境
内
の
倉
庫
か
ら
引
き
出
さ
れ
、

同
日

に
飾
り
付
け
を
し
、

人
保
四
つ
辻
の
南

一
〇
ｍ
ほ
ど
の
位
置
に
据
え
置
か
れ
る
。

商
人
仲
の
ダ
ン
ジ
ツ
は

一
五
日
に
人
幡
神
社
境
内
の
倉
庫
か
ら
引
き
出
さ
れ
、

字
浜

崎
の
蛭
子
神
社
の
北
隣
に
据
え
置
か
れ
る
。

飾
り
付
け
も

一
五
日
に
行
わ
れ
る
。

以
前

は
一
三
日
前
後
に
当
屋
の
近
く
に
ダ
ン
ジ
ツ
を
出
し
、

洗
っ
て
掃
除
を
し
た
。

宵
官
の

一
六
時
頃
に
人
阪
神
社
に
引
い
て
い
っ
た

中井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
六
］
。

山
仲

（現
在
は
消
滅
し
、
旧
鍛
治
仲
と
と
も
に
鷲
住
仲
を
形
成
）
で
は
、

宵
宮
の
前

に
ダ
ン
ジ
リ
を
当
屋
の
所
に
持
っ
て
い
き
、

飾
り
付
け
を
し
た

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九

九
六
］。
ダ
ン
ジ
リ
を
八
阪
神
社
に
持
っ
て
い
く
と
き
、

組
内
を
回
り
、

お
花
を
も
ら

っ
た

［井
ノ
日
　
一
九
七
九
　
九
六
］。

鍛
冷
仲

（現
在
は
消
滅
し
、

旧
山
仲
と
と
も
に
鷲
住
仲
を
形
成
）
は
、

祭
り
の
二
日

く
ら
い
前
に
ダ
ン
ジ
リ
を
倉
庫
か
ら
出
し
て
き
て
、

当
屋
の
近
く
の
車
の
通
れ
る
よ
う

な
と
こ
ろ
で
若
い
衆
が
飾
り
付
け
を
し
た

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
七
中。
当
屋
か
ら

鍛
治
仲
の
家
を
回
り
、

お
花
を
集
め
て
神
社
境
内
に
行
っ
た

［非
ノ
ロ
　
一
九
七
九

九
七
］。

関
船
は

一
三
日
に
人
幡
神
社
境
内
の
倉
庫
か
ら
引
き
出
さ
れ
、

字
浜
崎
の
蛭
子
神
社

の
東
隣
に
据
え
置
か
れ
る
。

飾
り
付
け
は

一
三
日
に
行
わ
れ
る
。

笹
竹

（孟
宗
竹
）
を

関
船
の
抽
先
に

一
本
、

艦
に
二
本
結
び
つ
け
る
。

笹
竹
に
は
、

お
花
を
も
ら
つ
た
人
の

名
前
を
半
紙
に
書
い
た
も
の
を
結
び
つ
け
る
。

船
の
両
舷
に
は
波
を
描
い
た
幕
を
結
び

つ
け
、

屋
根
に
提
灯
を
飾
る
。

八
阪
神
社
の
お
膝
元
の
人
保
地
区
か
ら
は
当
屋
三
軒

（本
当
屋

一
軒
、

手
伝
い
当
屋

二
軒
―
本
当
屋
の
両
隣
の
家
が
な
る
場
合
が
多
い
）
が
選
出
さ
れ
、

祭
り
の
準
備
に
当

た
る
。

具
体
的
に
は
神
社
の
職
を
立
て
た
り
、

下
ろ
し
た
り
す
る
作
業

（七
月

一
六
日

に
神
社
境
内
に
職
を
立
て
、　

一
人
日
に
下
ろ
す
）、
本
祭
の
日
の
年
前
中
お
よ
び
本
祭
終

了
後
の
出
鉾
関
係
者
の
打
ち
上
げ
の
世
話
、

山
鉾
の
引
き
手
の
飲
み
物
の
世
話
な
ど
を

す
る
。

奈
り
の
期
間
中
、

当
屋
の
家
の
前
に
は
職
が
立
て
ら
れ
る
。

神
社
境
内

（人
阪
神
社
、

お
よ
び
御
旅
所
と
な
る
蛭
子
神
社
）
の
飾
り
付
け
は
、　

一

六
日
に
多
コ
登
宮
司
が
行
う
。
こ
の
仕
事
は
戦
前
は
久
保
地
区
の
当
屋
の
役
目
で
あ
つ

た
。（

二
）
宵
宮

七
月

一
六
日
は
宵
官
で
あ
る
。
こ
の
日
は

一
王
時
頃
よ
り
、

三
台
の
ダ
ン
ジ
ツ
と
関

船
が
移
動
を
始
め
る
。

ダ
ン
ジ
リ
は
人
阪
神
社
境
内
に
、

関
船
は
祇
園
通
り
の
阿
佐
海

岸
鉄
道
高
架
下
付
近
に
そ
れ
ぞ
れ
据
え
置
か
れ
る
。

夜
は
、

神
社
境
内
か
ら
久
保
四
つ
辻
に
至
る
県
道

〈祇
園
通
り
）
沿
い
に

一
〇
〇
軒

あ
ま
り
の
露
店
が
軒
を
連
ね
る
。

ま
た
宍
喰
川
岸
で
は
、

二
〇
時
三
〇
分
よ
り
夫
喰
町

祇
園
ま
つ
，
振
興
会
主
催
の
奉
納
花
火
大
会
が
行
わ
れ
る
。

花
火
は

一
時
間
に
わ
た
っ

て
打
ち
上
げ
ら
れ
、

大
勢
の
見
物
客
で
に
ざ
わ
う
。

な
お
、

花
火
大
会
は
紙
園
祭
の
活

性
化

（観
光
化
）
の
た
め
に
、

戦
後
新
た
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
は
こ
の
日
の
工
二
時
頃
か
ら
神
輿
の
御
旅
所
波
御
が
行
わ
れ
た
。

行
列
は
本

社
を
出
て
祇
園
通
り
を
久
保
四
つ
辻
ま
で
進
み
、

西
町
通
り

（長
屋
筋
）
を
経
て
南
町

を
通
り
浜
崎
の
御
旅
所

（蛭
子
神
社
）
に
至
っ
た
。

神
輿
は
こ
の
御
旅
所
で

一
晩
泊
ま

り
、

翌
日
一
三
時
頃
、

本
町
、

西
町
通
り

（長
屋
筋
）
を
経
て
本
社
に
還
御
し
た

［海

部
郡
教
育
研
究
所
　
一
九
六
七
］。
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宍
喰
で
は
宵
官
の
院
、

各
家
で
ご
ち
そ
う
を
作
り
、

規
類
縁
者
、

知
人
、

近
隣
の
人

に
振
る
舞
う
習
慣
が
あ
る
。

神
輿
か
き
は
家
々
で
酒
肴
を
い
た
だ
き
、

ふ
ら
ふ
ら
に
な

り
な
が
ら
御
旅
所
ま
で
行
き
、

神
輿
を
納
め
て
帰
っ
た
と
い
う
が

［佐
藤
文
哉
　
一
九

人
二
　
十
六
九
］、
昭
和
三
四
年
以
降
、

本
祭
の
行
事
が
寂
し
い
の
で
、

そ
の
日
に
行
事

を
集
約
さ
せ
よ
う
と
い
う
話
に
な
り
、

神
輿
渡
御
は
翌

一
七
日

（正
日
）
に
行
う
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

ダ
ン
ジ
ブ

・
関
船
を
出
す
組
仲
間
は
、

者
は
宵
の
日
か
ら
当
屋
に
集
ま
っ
て
飲
ん
で

い
た
が

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
七
］、
組
仲
間
で
の
掌
会
は
戦
後
、

打
ち
上
げ
と
称

し
て
祭
り
の
翌
日
に
行
う
よ
う
に
な
り
、

宵
宮
の
宴
会
は
な
く
な
っ
た
。

山
仲
で
は
戦

前
は
宵
宮
の
院
、

途
中
の
中
休
み
に
子
供
と
若
い
衆
が
当
屋

へ
言
っ
て
ご
ち
そ
う
を
呼

ば
れ
た
。

戦
後
、

祭
り
の
次
の
日
を

「打
ち
上
げ
」
と
言
っ
て
皆
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
六
］。

（三
）
正
自

（本
祭
）

翌

一
七
段
は
正
日

（本
祭
）
で
あ
る
。
こ
の
日
は
例
大
祭
の
神
事
、

神
輿
の
御
旅
所

渡
御
、

ダ
ン
ジ
リ

・
関
船
の
巡
行
、

山
鉾
の
巡
行
、

能
舞
組
に
よ
る
奉
納
舞
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
る
。

一
〇
時
、

浜
地
区
の
漁
協
関
係
者
の
手
に
よ
り
、

関
船
が
人
阪
神
社
境
内
に
移
動
す

る
。
こ
れ
で
境
内
に
は
飾
り
付
け
の
済
ん
だ
山
鉾

・
ダ
ン
ジ
リ

・
関
船
が
勢
揃
い
す
る

こ
と
に
な
る
。

境
内
に
お
け
る
山
鉢

・
ダ
ン
ジ
ツ
　
関
船
の
配
置
は
田
１
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

正
年
よ
り
本
社
拝
殿
前
の
舞
台
で
、

能
舞
組
に
よ
る
能
舞
の
奉
納
、

塁
（喰
ジ
ャ
ン
ボ

太
鼓
」
に
よ
る
紙
園
大
太
談

（創
作
太
鼓
）
の
被
露
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、

境
内
で
宍

喰
町
観
光
協
会
主
催
の
も
ち
投
げ
が
行
わ
れ
る
。

囲□

参
　
　
遷

匝
囲

奉
納
舞
は
か
つ
て
は
人
阪
神
社
例
祭
の
最
後
の
儀
と
し
て
山
鉾
が
神
社
に
戻
つ
て
き

た
と
き

（深
夜
）
に
大
山
の
台
上
で
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、

山
鉾
の
大
き
さ
が
次
第
に

鳥  居

大鳥居

図 1 ′ヽ阪神社境内紙略図
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縮
小
さ
れ
台
上
の
舞
台
が
狭
く
な

つ
た
た
め
、
さ
ら
に
大
手
不
足
や
時
間
的
な
配
慮
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、

現
在
は
神
興
が
神
幸
に
出
る
前

（正
午
頃
）
と
山
鉢
が
神
社
に
入

っ
た
後

（
一
六
時
頃
）
の
ニ
ロ
、

本
社
拝
殿
前
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
形
に
変
わ
っ
て

い
る
。

宍
喰
ジ
ヤ
ン
ボ
太
鼓
は
、

宍
喰
町
出
身
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ア
ー
　
尾
崎
将
司

（ジ
ャ
ン

ボ
尾
―崎
）
が
宍
喰
町
の
地
域
活
性
化
の
た
め
に
大
太
鼓
を
寄
贈
し
た
こ
Ｌ
を
き
っ
か
け

に
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は

約
二
〇
名
。

当
初
、

大
阪
で

大
太
鼓
演
奏

の
指
導
を
受

け
、

平
成
二
年
よ
り
紙
園
奈

で
演
奏
を
抜
露
し
て
い
る

一
三
時
、

宮
司
、

各
地
区

の
氏
子
総
代
、

各
地
区
　
組

仲
間
の
当
屋
、

神
輿
か
き
代

表
ら
が
拝
殿
内
に
参
進
、

例

大
祭
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。

神
事
は
修
祓
、

宮
司

一
拝
、

献
撰
、

祝
詞
奏
上
、

玉
串
奉

尖
、

徹
懐
、

宮
司

一
拝
の
順
。

神
事
終
了
後
、

宮
司
は
本

殿
よ
り
、

拝
殿
の
手
前
に
据
え
置
か
れ
た
神
輿
に
御
霊
代
を
奉
遷
す
る
。

引
き
統
き
神

輿
の
御
旅
所
渡
御
。
当
地
で
は
神
輿
の
御
旅
所
渡
御
の
こ
と
を

「お
浜
出
」
と
呼
ん
で

い
る
が
、
こ
れ
は
県
南
海
岸
部
の
祭
礼

（日
和
佐
人
幡
神
社
、

牟
岐
人
幡
神
社
、

大
里

八
幡
神
社
な
ど
）
に
共
通
す
る
呼
称
で
あ
る
。

神
輿
が
浜
に
近
い
御
旅
所

（日
和
佐
八

幡
神
社
の
よ
う
に
、

実
際
に
海
岸
に
臨
時
の
御
旅
所
を
設
け
る
こ
と
も
あ
る
）
に
赴
く

こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
名
称
が
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
浜
出
の
行
列
の
順
序
は
先
槍

（能
舞
組
の
子
供
二
名
）
、

唐
植

（二
名
）
、

矛

（二

名
）
、

天
狗

（
一
名
）
、

神
輿
、

宮
司
、

人
つ
橋

（能
舞
組
の
子
供

一
名
）、
獅
子
舞

（能

舞
組
の
子
供

一
名
）、
囃
子
方

（大
鼓
二
名

・
ま

一
名
　
小
鼓
二
名
。

能
舞
組
の
子
供
が

担
当
）、
テ
ー
プ
レ
ヨ
ー
ダ
ー

（
一
名
。

能
舞
の
囃
子
を
録
音
し
た
テ
ー
プ
を
流
し
続
け

る
）
の
順
で
、

金
幣
を
春
じ
た
氏
子
終
代
十
数
名
が
聖
載
を
画
す
る
か
の
よ
う
に
細
い

縄

（注
連
縄
）
で
行
列
の
周
囲
を
ぐ
る
り
と
取
り
囲
み
な
が
ら
進
む
。

先
槍

（露
払
い
）
は
笹
竹

（紅

白
の
短
冊
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

る
）
を
左
右
に
振
り
、

道
中
を
祓

い
浄
め
な
が
ら
行
列
を
先
導
す
る

（写
真
９
）
。

神
輿
は
自
装
束
に

烏
帽
子
姿
の
漁
協
青
年
部
の
男
性

一
四
名
で
か
く
。

能
舞
組
の
囃
子

方
は
楽
を
奏
し
な
が
ら
行
列
の
最

後
尾
を
進
む
。

横
笛
を
謡
に
つ
い

て
は
近
年
担
当
者
が
お
ら
ず
、

以

前
収
録
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

流
す
こ
と
で
代
用
し
て
い
る
。

行
列
は
人
阪
神
社
を
出
て
祇
園

通
り
を
入
保
四
つ
辻
ま
で
進
み
、

西
町
通
り

（長
屋
筋
）
を
経
て
南
町
を
通
り
、

三
〇
分
ほ
ど
で
御
旅
所

（大
学
宍
喰
浦

宇
浜
崎
の
蛭
子
神
社
）
に
至
る

（写
真
的
）
（国
２
）。
蛭
子
神
社
境
内
に
は
二
つ
の
建

物
が
あ
る
が
、

向
か
っ
て
左
手
が
姪
子
神
社
の
社
殿
、

右
手
が
御
旅
所
で
あ
る
。

写真9  神興の御旅所渡御
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神
輿
か
き
は
御
旅
所
の
建
物
の
中
に
神
興
を
据
え
置
き
、

宮
司
は
そ
の
前
に
台
を
置

い
て
鏡
餅
な
ど
の
神
撰
を
供
え
る
。　

一
同
は
境
内
の
適
当
な
場
所
に
腰
を
下
ろ
し
て
小

休
止
す
る
。

そ
の
間
、

宮
司
は
御
旅
所
に
据
え
置
か
れ
た
神
輿
に
向
か
っ
て
御
旅
所
祭

の
神
事
を
行
う
。

神
事
は
修
祓
、

宮
司

一
拝
、

献
撰
、

祝
詞
奏
上
、

徹
撰
、

宮
司

一
拝

の
順
。

小
休
上
の
後
、　

一
同
は
再
び
列

次
を
整
え
、

神
社
に
戻
つ
て
い
く
。

こ
れ
を

「
お
入
り
」
と
言
う
。

こ

の
と
き
稚
児
行
列

（写
真
「
）
が

お
供
を
す
る
。

稚
児
行
列
は
、

戦

前
に
行
わ
れ
て
い
た
シ
ャ
リ

コ

（子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
二
年
間

笹
竹
を
持

っ
て
神
輿
渡
御
に
参
加

す
る
習
わ
し
）
に
出
来
す
る
。

稚

児
行
列
の
参
加
者
は
氏
子
の
中
か

ら
募
集
す
る
。

二
〇
〇
人
ほ
ど
の

稚
児
が
参
加
し
て
い
た
時
期
も
あ

つ
た
と
い
う
が
、

近
年
度
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、

参
加
者
は
二
〇
名
く
ら
い
と
な
っ

て
い
る
。

稚
児
行
列
は
、

以
前
は
神
輿
が
御
旅
所
を
出
る
頃
に
神
社
か
ら
御
旅
所
に
向

か
い
、

再
び
神
社
に
戻
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

歩
く
距
離
が
長
す
ぎ
る
と

い
う
の
で
、

近
年
は
御
旅
所
か
ら
本
社
に
戻
る
神
輿
渡
御
の
行
列
に
合
流
す
る
形
に
変

わ
っ
た
。

蛭
子
神
社
を
出
た
行
列
は
、

本
町
を
通
り
、

西
町
通
り
、

久
保
四
つ
辻
、

祇
園
通
り

を
経
て

一
王
時
頃
に
神
社
に
帰
還
す
る

（図
２
）。
神
職
が
御
霊
代
を
本
殿
に
奉
遷
す
る

と
、　

一
旦
解
散
と
な
る
。

ダ
ン
ジ
リ
　
関
船
は
神
興
が
御
旅
所
に
着
い
た
頃

（
一
四
時
頃
）
を
見
計
ら
つ
て
神

社
を
出
発
し
、

列
次
を
な
し
て
浜
崎
の
御
旅
所
ま
で
ゆ
つ
く
り
と
進
ん
で
い
く

（写
真

セ
）。
途
中
何
度
も
休
憩
を
取
り
、

腰
を
下
ろ
し
て
は
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
。

タ
ン
ジ

ツ

・
関
結
の
運
行
の
順
序
は
、

か
つ
て
は
山
仲
、

金
幣
仲
、

商
人
仲
、

鍛
治
仲
、

関
船

の
順
と
決
め
ら
れ
て
い
た

［海
部
郡
教
育
研
究
所
　
一
九
六
七
］。
現
在
は
金
幣
仲
、

商

人
仲
、

鷲
住
仲
、

関
船
の
順
で
あ
る
。

ダ
ン
ジ
ツ
の
上
に
は
子
供
が
乗
り
、

大
鼓
と
鉦
で
お
囃
子
を
入
れ
る
。

現
在
は
特
に

練
習
を
す
る
こ
と
も
な
く
適
当
に
叩
い
て
い
る
が
、

以
前
は
ダ
ン
ジ
リ
が
出
て
い
く
際

の

「入
り
の
太
鼓
」、
帰
る
際
の

「出
の
太
鼓
」、
さ
ら
に
は
お
花
を
も
ら
つ
た
と
き
の

大
鼓
な
ど
、

叩
き
方
に
も
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
つ
た
。

ダ
ン
ジ
リ
の
細
引
き
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
仲
間
に
属
す
る
子
供
た
ち
が
当
た
る
の
が
通

例
で
あ
っ
た
が
、

最
近
は
大
人
の
姿
が
目
立
つ
。

人
手
が
足
り
な
い
組
仲
間
で
は
、

他

写真11 稚児行列
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の
組
仲
間
に
手
伝
い
を
頼
む
こ

と
も
あ
る
。

者
は
神
輿
が
御
旅
所
渡
御
に

出
る
前
、

浜
崎
の
御
旅
所
に
到

着

・
出
発
す
る
際
、

あ
る
い
は

神
職
宅

，
関
船
当
屋
の
家

，
お

花
を
く
れ
た
家
の
前
な
ど
で
関

船
に
乗

っ
た
男
性
□
、

五
人
が

船
歌
を
歌

っ
た

［佐
藤
幸
雄

一
九
二
九
　
二ハ
四
］。

御
旅
所
で
小
休
止
を
し
た
後

（
一
六
時
適
ぎ
）
、

ダ
ン
ジ
リ

関
船
は
自
由
連
行
と
な
る
。

グ

ン
ジ
フ

・
関
船
は
そ
れ
ぞ
れ
の

組
仲
間
の
家
の
前
を
通
り
、

お
花

（ご
祝
儀
）
や
お
酒
を
も
ら
う
。

お
花
を
渡
す
と
、

グ
ン
ジ
ツ
後
部
の
笹
竹
の
飾
り
に
名
前
を
書
い
た
短
冊

（半
紙
）
を
吊
し
て
く
れ
る
ｅ
。

ま
た
、

お
礼
と
し
て
切
り
分
け
ら
れ
た
鏡
餅
が
渡
さ
れ
る
。

巡
行
は
二
〇
時
頃
ま
で
続

け
ら
れ
、

最
後
は
神
社
境
内
の
倉
庫
に
戻
る
。

　

宵
官
に
神
輿
の
御
旅
所
渡
御
が
行
わ

れ
て
い
た
頃
も
、

や
は
り
神
輿
が
御
旅
所
に
着
い
た
頃

（二
三
時
過
ざ
）
を
見
計
ら
つ

て
ダ
ン
ジ
ツ
　
関
船
が
出
発
し
て
い
た
。

御
旅
所
に
沿
っ
た
街
路
ま
で
引
い
て
い
つ
て
、

そ
こ
で
休
ん
だ
。

翌
日
は
正
年
に
神
輿
の
還
幸
式

（神
輿
が
御
旅
所
か
ら
本
社
に
戻
る
）

が
あ
り
、

ダ
ン
ジ
リ

・
関
船
は
夕
方

一
七
～

一
人
時
頃
か
ら
関
船

・
鍛
治
仲
　
商
人
仲

金
幣
仲

・
出
仲
の
順
に
引
き
出
し
、

太
鼓
と
鉦
の
お
囃
子
を
奏
で
な
が
ら
、

ま
た
青

年
は
伊
勢
節
を
歌
い
な
が
ら
、

社
頭
を
引
き
来
た
っ
た
と
い
う

［佐
藤
幸
雄
　
一
九
二

，几
　
　
一ハ
一
一］。

神
輿
が
本
社
に
遠
御
し
た
の
を
見
計
ら
つ
て

（
十
五
時
頃
）、
山
鉾
が
入
保
四
つ
辻
か

ら
神
社
に
向
け
て
出
発
す
る

（写
真
１３
）ｏ
山
鉾
を
引
く
人
保
地
区
の
青
年
は
顔
に
自
紛

と
頬
紅
を
塗
り
、

振
袖
を
着
て
女
装
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
戦
時
中
、

若
者
が
悪
ふ
ざ

け
を
し
て
自
分
の
妻
や
彼
女
の
着
物
を
着
て
出
鉾
を
引
っ
張
つ
た
こ
と
か
ら
始
ま
つ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

戦
前
は
山
鉾
の
引
き
手
は
杵
を
身
に
着
け
て
い
た
と
い
う
。

か
つ
て
は
能
舞
組
の
子
供

た
ち
が
大
山
の
台
上

（二
階

部
分
）
に
乗
り
、

小
太
鼓
を

打
ち
始
め
、

先
槍
が
大
山
の

前
で
短
冊
の
付
い
た
密
竹
を

振
り
始
め
る
の
を
合
図
に
山

鉢
が
出
発
し
た

［佐
藤
文
哉

一
九
人
二
　

一
七

一
］
。

大
山
の
台
上
で
は
能
舞
組
が

楽
を
奏
し
、

舞
を
舞
い
な
が

ら
神
社
ま
で
巡
行
し
て
い
た

が

［佐
藤
幸
雄
　
一
九
二
九

二全
邑

、
昭
和
五
五
年
に

山
鉾
の
巡
行
ル
ー
ト
上

（人

阪
神
社
の
す
ぐ
東
側
の
県
道

の
真
上
）
に
Ｊ
Ｒ

（
の
ち
阿
佐
海
岸
鉄
道
と
な
る
）
の
高
架
線
が
で
き
て
以
降
、

高
架

下
を
通
過
で
き
る
よ
う
に
大
山
　
小
山
と
ヽ
大
き
さ
を

一
回
り
小
さ
く
し
た
た
め
、

能

舞
組
が
大
山
に
乗
り
込
む
こ
と
も
な
く
な

つ
た
。

現
在
は
楽
を
奏
す
る
こ
と
も
な
く
、

静
か
な
巡
行
で
あ
る
。

山
鉢
は
入
保
四
つ
辻
か
ら
人
阪
神
社
ま
で
の
直
線
距
離
に
し
て

一
五
〇

ｍ
ほ
ど
の
道

写真12 すンジリ 固船の巡行

写真13 山鎌の巡行
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を
、

途
中
何
度
も
休
息
を
入
れ
な
が
ら
ゆ
つ
く
り
と
進
む
。

休
憩
の
た
び
に
腰
を
下
ろ

し
て
皆
で
酒
を
飲
む
。

菌
人
仲
で
は
打
ち
上
げ
は
当
屋
の
う
ち
の
一
軒
に
行
っ
て
飲
む
。

朝
か
ら
神
社
に
行

き
、

神
職
か
ら
餅
を
も
ら
つ
て
き
て
組
仲
間
の
各
家
で
分
け
る
。

そ
の
と
き
に
お
花
と

ブ
ウ

（決
ま
つ
た
金
額
が
あ
る
）
を
集
め
る

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
六
］。
商
人
仲

で
は
現
在
は
旅
館
で
打
ち
上
げ
を
し
て
い
る
。

戦
後
、
出
仲
で
は
祭
り
の
次
の
日
を
打
ち
上
げ
と
言
っ
て
皆
を
呼
ん
だ
。

打
ち
上
げ

の
朝
、

神
社

へ
行
っ
て
二
つ
重
ね
の
餅
を
も
ら
つ
て
き
て
、

当
屋
へ
持
っ
て
い
く
。

組

内
の
分
だ
け
餅
を
切
っ
て
、

打
ち
上
げ
を
す
る
前
に

一
軒
ず
つ
口
つ
て
お
花
を
も
ら
つ

た

［井
ノ
田
　
一
九
七
九
　
九
六
］。
鍛
冶
仲
で
は
当
屋
は
打
ち
上
げ
の
日
、

子
供
や
若

い
衆
を
集
め
て
飲
み
食
い
さ
せ
た

［井
ノ
日
　
一
九
七
九
　
九
六
］。

五
　
祇
園
祭
の
構
造

こ
と
ま
で
、

人
阪
神
社
祇
園
祭
の
全
体
像
を
記
述
し
て
き
た
。

最
後
に
、

祇
園
祭
の

構
成
要
素
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
合
っ
て
一
つ
の
祭
り
を
構
成
し
て
い
る
か
を
検
討
し

て
み
た
い
。

祇
園
祭
の
主
な
構
成
要
素
は
、

例
大
祭
の
神
事
、

神
輿
の
御
旅
所
渡
御
、

山
鉾
の
巡

行
、

グ
ン
ジ
リ

「
関
船
の
巡
行
、

館
舞
組
に
よ
る
能
舞
の
奉
納
で
あ
る
。

通
常
、
山
鉾

や
ダ
ン
ジ
リ

「
関
船
な
ど
は
神
輿

（神
霊
）
の
お
供
と
い
う
こ
と
で
、

神
輿
巡
幸
の
陳

に
神
輿
に
付
き
従
っ
て
巡
行
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
八
阪
神
社
の
祇
園
祭
で
は
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、

神
輿
、

出
鉾
、

ダ
ン
ジ
ツ

・
関
船
の
動
き
は
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ

バ
ラ
と
い
っ
た
印
象
を
受
け
る
。

し
か
し
、

祇
園
祭
の
正
日

（
一
七
日
）
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（表
千
）
を
見
る
と
、

そ

れ
ぞ
れ
の
動
き
が
微
妙
な
接
点
を
持
ち
な
が
ら
ゆ
る
や
か
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

ま
ず
大
原
則
と
し
て
、

例
大
祭
の
神
事
↓
神
輿
巡
幸
↓
関
船
　
ダ
ン
ジ
リ
巡
行

山
鉾
は

一

六
時
頃
に
人

阪
神
社
境
内

に
入

っ
て
く

る
。

そ
の
後
、

拝
殿
前

の
舞

台
で
能
舞
組

に
よ
る
奉
納

舞

（
先
槍

の

舞
、

人

つ
橋

の
舞
、

獅
子

舞

の
順
）
が

行
わ
れ
、

祭
り
を
締
め
く
く
る
。

山
鉾
の
飾
り

（椎
男

‘
矛

・
幕

・
提
灯
）
を
外
す
と
、

久
保
の
公
民
館
に
行
き
、

打
ち
上
げ
と
な
る
。

打
ち
上
げ
の
準
備
は
久
保
地
区
の
当
屋

が
担
当
す
る
。

山
鉾
の
本
体
は
祭
り
の
翌
日
、

久
保
地
区
の
男
性

（
一
四
、

王
名
）
が
八
阪
神
社
境

内
で
一
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
解
体
し
、

部
品
を
神
社
境
内
の
倉
庫
に
収
納
す
る
。

山
鉾

・
グ
ン
ジ
フ

・
関
船
の
細
仲
間
で
は
、

祭
り
の
翌
日
を

「打
ち
上
げ
」
と
称
し

て
宴
会
を
す
る
習
慣
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
戦
後
に
な
っ
て
始
ま
つ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う

［井
ノ
ロ
　
一
九
七
九
　
九
六
］
。

戦
前
ま
で
は
宵
宮
の
夜
に
当
屋
の
家
に
集
ま
つ
て

飲
み
食
い
し
て
い
た
。

打
ち
上
げ
は
、

以
前
は
そ
の
年
の
当
屋
の
家
で
行
っ
た
が
、

最
近
は
当
屋
の
負
担
が

大
き
い
と
い
う
の
で
、

旅
館
や
公
民
館
で
行
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

図3  山鎌の巡行ルー ト

田尊 は 山 小い
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↓
山
鉾
巡
行

（能
舞
の
奉
納
）
と
い
う
流
れ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
阪
神
社
の
神
登
を
載
せ
た
神
輿
が
氏
子
区
域
を
巡
幸
し
、

そ
の
後
を

（時
差
は
あ
る

も
の
の
、

神
輿
巡
幸
と
同

一
の
ル
ー
ト
を
た
ど
り
）
ダ
ン
ジ
リ
　
関
船
が
巡
行
し
、

最

後

（
こ
れ
も
時
差
は
あ
る
も
の
の
）
祇
園
祭
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
出
鉾
の
巡
行
が
行

わ
れ
、

能
舞
の
奉
納
で
幕
を
閉
じ
る
。さ

ら
に
詳
し
く
見
る
と
、

神
輿
の
動
き
を
基
準
と
し

て
、

ダ
ン
ジ
リ

・
関
船
の
巡
行
、

山
鉾
の
巡
行
が
開
始

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

神
興
が
御
旅
所
に
付
い

た
時
点
で
ダ
ン
ジ
リ

・
聞
船
が
神
社
を
出
発
し
、

神
輿

が
神
社
に
帰
選
し
た
時
点
で
山
鉾
が
久
保
四
つ
辻
を
出

発
し
て
神
社
に
向
か
う
。
こ
れ
は
、

神
輿
巡
幸
の
行
列

と
ダ
ン
ジ
，

，
関
船
の
進
み
具
合
の
違
い
、

能
舞
組
に

よ
る
能
舞
奉
納
の
タ
イ
ミ
ン
グ

（山
鉾
が
神
社
に
入
っ

た
時
点
で
舞
を
奉
納
し
察
り
の
幕
を
開
じ
る
）
な
ど
を

計
算
に
入
れ
て
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
三
四
年
以
前
は
、

神
輿
の
御
旅
所
渡
御
は
宵
宮

の
夜
に
行
わ
れ
て
い
た
。

以
前
の
祭
り
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
は
表
２
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

神
輿
は
腎
官
の
二

二
時
頃
に
神
社
を
出
発
し
、

御
旅
所
に
向
か
う
。

神
興

が
御
旅
所
に
到
着
し
た
頃
を
見
計
ら
つ
て
ダ
ン
ジ
リ

，

関
船
が
御
旅
所
に
向
か
う
。

神
輿
、

ダ
ン
ジ
リ

・
関
船

は
御
旅
所
で
一
夜
を
明
か
す
。

翌
日

（正
日
）
は
、

正

午
頃
に
神
興
が
御
旅
所
を
出
発
し
て
神
社
に
戻
る
。

タ

方
よ
リ
ダ
ン
ジ
ツ

，
関
船
が
町
内
巡
行
に
繰
り
出
し
、

や
や
遅
れ
て
山
鉾
が
愛
宕
山
下
よ
り
神
社
に
向
け
て
出

発
す
る
。

深
夜
、

山
鉾
が
神
社
に
入
り
、

能
舞
が
社
頭
で
奉
納
さ
れ
、

祭
り
は
幕
を
閉

じ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、

時
差
は
あ
る
も
の
の
、

例
大
祭
の
神
事
↓
神
輿
巡
幸
↓
ダ

ン
ジ
リ

や
関
船
の
巡
行
↓
山
鉾
の
巡
行
と
い
う
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
。

山
鉾
が
し
ん
が

り
を
務
め
、

最
後
、

神
前
で
の
能
舞
奉
納

（大
山
の
舞
台
上
）
で
祭
り
の
幕
を
開
じ
る

と
い
う
こ
と
は
、

紙
園
祭
に
お
け
る
山
鉾
の
重
要
性

（優
位
性
）
を
示
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
山
鉾
の
巡
行

ル
ー
ト
で
あ
る
。

神
輿
と
ダ
ン
ジ
リ
　
関

船
は
、

い
ず
れ
も
人
阪
神
社
を
出
発
し
て

御
旅
所
に
向
か
い
、

町
内
を
巡
行
し
た
の

ち
最
後
は
神
社
に
戻
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

山
鉾
は
久
保
四
つ
辻

（戦
前
は
愛
宕
山
下
）

か
ら
神
社

へ
と
い
う
変
則
的
な
ル
ー
ト
を

取

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、

祇
園
祭
に

お
い
て
山
鉾
と
い
う
象
徴
が
や
や
特
殊
な

（神
輿
や
ダ
ン
ジ
リ

・
関
船
と
は
遊
離
し

た
）
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
は
、

宍
喰
町
大
字
久
保
に
褒
座
す
る
人
幡
神
社

祭
礼
の
構
造
で
あ
る
。

人
幡
神
社
の
氏
子

は
宍
喰
町
全
域
の
約
千
戸

（八
阪
神
社
と

氏
子
が
完
全
に
重
複
し
て
い
る
）
で
、

九

月
二

一
。
二
二
■
に
例
祭
が
行
わ
れ
て
い

る
。

三
二
日

（正
日
）
は

一
〇
時
よ
り
拝

ま 1 現在の紙国策のスケジュ‐ レ(正日)

翻 神騎 辞果 とそのお供
鞠能 グンシ ン 関船 鉾山

12 i00 舞台で泰納

13 100 例大秦 の神草

13 ,30 神社を出発 神社を出発
14 100 at旅所祭の神事 脚旅所に到君 御旅所に到着 神社を出発

14 130 御旅所を出発 御旅所を出発
15 ,00 神社に到看 伸社に到着 日脈Phに到着 入保四つ辻を出発
16 100 舞台で碁納 仰尿FFrを出発

〈自由運行)
神社に到着

表2 織前の祇国察のスケジュール

時刻 伸月鶴 神輿とそのお快 鰐舞組 タンシ ツ 関船 鮮山

1 13 0 例大祭の神事

22 10 0 柿社を出発 神社を出発
3 '00 仰旅所秦の神事 閥 旅 所 に コ1碁 仰綱 に到着 神社 を出軒

〕:00 徹 旅 所 に 郵 岩
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殿
で
例
大
祭
の
神
事
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
神
輿
が
御
旅
所
渡
御
に
出
発
す
る
。

行
列
の

構
成
と
巡
幸
の
ル
ー
ト
は
人
阪
神
社
祭
礼
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

浜
崎
の
御
旅
所

（蛭
子
神
社
）
に
到
着
後
、

御
旅
所
奈
の
神
事
を
行
い
、

神
輿
は
人
幡
神
社

（
戻
る
。

年
後
か
ら
ダ
ン
ジ
リ
・
関
船
が
神
社
を
出
発
し
列
次
を
な
し
て
御
旅
所

（蛭
子
神
社
）

に
向
か
い
、

小
休
上
の
後
、

二
〇
時
頃
ま
で
町
内
を
自
由
に
巡
行
す
る
。

人
阪
神
社
の
祇
園
祭
と
人
幡
神
社
祭
礼
の
構
造
を
比
較
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、

人
幡

神
社
祭
礼
の
構
造
に
山
鉾
の
巡
行

・
能
舞
の
奉
納
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
付
け
加
え
ら

れ
た
も
の
が
祇
園
禁
の
構
造
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、

人
幡
神

社
の
祭
り
の
構
造
は
、

山
鉢
が
出
な
い
こ
と
、

能
第
組
に
よ
る
能
舞
の
碁
納
が
な
い
こ

と
を
除
き
、

人
阪
神
社
の
祇
園
祭
と
ま
っ
た
く
同

一
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

徳
島
県
の
南
部
海
岸
地
方
の
旧
郷
社

（日
和
佐
町
の
人
幡
神
社
、

海
南
町
の
人
幡
神

社
、

牟
岐
町
の
人
幡
神
社
な
ど
）
の
祭
礼
は
、

宍
喰
の
人
幡
神
社
祭
礼
と
ほ
ぼ
同

一
の

構
造
を
有
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

神
輿
の
御
旅
所
渡
御

（お
浜
出
）
に
複
数
の
タ
ン

ジ
ツ

・
関
船
が
供
奉
す
る
と
い
う
形
態
を
取
る
。

要
す
る
に
八
阪
神
社
の
祇
園
祭
は
、

県
南
海
岸
地
方
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
上
着
的
な
祭
礼
の
構
造
に
、

山
鉾
巡

行

・
能
舞
と
い
う

（お
そ
ら
く
京
都
か
ら
の
）
外
来
的
要
素
が
融
合
し
た
重
層

（複
合
）

的
構
造
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

山
鉾
巡
行

・
能
舞
奉
納
と

い
う
要
素
が
祇
園
祭
全
体
か
ら
見
る
と
突
出

（遊
離
）
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け

る
の
は
、

そ
れ
が
伝
統
的
な
県
南
海
岸
地
方
の
祭
礼
の
構
造
か
ら

「は
み
だ
し
た
部
分
」

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
祇
目
祭
の
重
層
的
構
造
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形

成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
一
こ
の
点
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
検
証
の
材
料

と
な
る
資
料

・
史
料
に
乏
し
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
、

戦
前
ま
で
山
鉾
は
宍
喰
浦
愛
宕

出
下
の
宍
喰
南
城

（援
宕
城
）
正
門
の
と
居
の
円
前
を
出
発
点
と
し
て
い
た
と
い
う

堅
〈

喰
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八
六
ｂ
　
一
七
四
四
］。
祇
園
社
は
、

中
世
に
は
南
北
失
喰
城

主
の
崇
敬
が
厚
か
っ
た
。

棟
札
に
よ
れ
ば
大
永
六
年

（
一
五
二
六
）
に
藤
原
朝
巨
本
木

下
野
守
持
共

（宍
喰
北
城
＝
紙
園
城
主
）
が
本
木
五
郎
左
衛
円
信
人
と
と
も
に
社
殿
を

再
建
、

天
文

一
七
年

（
一
五
四
人
）
に
は
藤
原
孫
六
郎
正
信

（愛
宕
城
主
）
が
社
殿
を

再
建
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
城
主
の
権
力
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、

先
進
都
市
で
あ
る

京
都
か
ら
紙
園
祭
が
導
入
さ
れ
、

ま
た
そ
の
権
力
を
目
に
見
え
る
形
で
象
徴
的
に
提
示

す
る
た
め
、
山
鉾
を
造
り
、

そ
の
出
発
点
を
宍
喰
南
城
の
正
門
と
し
た
と
い
う
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
が
、

論
証
は
今
後
の
検
討
を
待
ち
た
い
。

注
（１
）
本
稿
の
も
と
と
な
っ
た
調
査
は
、

平
成

一
〇
年
六
～
七
月
、

平
成

一
四
年
七
～

九
月
に
か
け
て
行
っ
た
。

（２
）
以
前
は
、

割
り
竹
で
直
径

一
二
〇

制
ほ
ど
の
輪
を
作
り
、

そ
の
中
央
に
竹
で
十

字
に
支
え
を
張
り
、

そ
の
輪
に
自
木
綿
で
作
つ
た
暖
簾
の
よ
う
な
幕
を
張
つ
た
も

の
を
本
柱
に
萩
め
、

桂
男
の
下
部
に
結
び
付
け
て
固
定
し
、

そ
こ
か
ら
屋
根
の
四

隅
に
注
連
縄
を
張
つ
て
い
た

「佐
藤
幸
雄
　
一
九
二
九
　
一谷
邑

が
、　

一
三
年
ほ

ど
前
よ
り
現
在
の
よ
う
な
や
り
方
に
変
わ
つ
て
い
る
。

（３
）
昭
和
四
〇
年
頃
に
失
喰
町
か
ら

「ダ
ン
ジ
ツ
を
動
か
す
と
道
路

（ア
ス
フ
ア
ル

ト
）
が
傷
る
」
と
の
ク
レ
ー
ム
が
付
き
、

昭
和
五
〇
年
頃
ま
で
ダ
ン
ジ
リ
は
引
き

出
さ
れ
な
か
っ
た
。

山
仲
　
鍛
治
仲
の
グ
ン
ジ
リ
は
そ
の
一
〇
年
の
間
に
動
か
な

く
な
り
、

消
滅
し
た

［井
ノ
同
　
一
九
七
九
　
九
四
～
九
七
］。

（４
）
獅
子
頭
は
か
つ
て
大
阪
の
職
人
に
修
繕
に
出
し
た
が
、

後
で
疑
似
の
毛
と
取
り

替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

現
在
は
本
物
は
本
殿
に
納
め
、

別
の
模
造
品

を
使
っ
て
い
る

［中
島
　
一
九
六
九
　
一谷
二
。

（５
）
正
日
の
午
後
、

ダ
ン
ジ
リ
　
関
船
が
巡
行
に
出
る
よ
り
前

（官
宮
の
日
や
正
日
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の
午
前
中
な
ど
）
に
お
花
を
持
っ
て
く
る
人
も
い
る
。
こ
の
工
う
に
事
前
に
お
花

を
出
し
て
く
れ
た
人
の
名
前
を
記
し
た
短
冊
は
、

ダ
ン
ジ
フ

・
関
船
の
出
発
以
前

に
す
で
に
ダ
ン
ジ
リ

・
関
船
後
部
の
笹
竹
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
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